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【 請 求 項 ２ 】

【 請 求 項 ３ 】

【 請 求 項 ４ 】

　 原 子 炉 圧 力 容 器 （ １ ２ ） 内 に 収 容 さ れ る 高 温 ガ ス 冷 却 原 子 炉 (１ ０ ， ２ ０ ０ )の 炉 心 バ レ
ル （ １ ４ ） を 形 成 す る 容 器 で あ っ て 、 前 記 炉 心 バ レ ル （ １ ４ ） が 略 円 筒 形 状 で あ り 、 且 つ
略 垂 直 方 向 に 伸 び る 軸 線 を 有 す る よ う に し た 容 器 と 、
　 前 記 炉 心 バ レ ル （ １ ４ ） の 重 量 を 支 持 す る 単 一 の 垂 直 支 持 体 (１ ６ )で あ っ て 、 そ れ ぞ れ
が 前 記 炉 心 バ レ ル （ １ ４ ） と 前 記 原 子 炉 圧 力 容 器 （ １ ２ ） と に 連 結 さ れ る 上 部 及 び 下 部 支
持 部 材 （ ４ ４ ， ４ ６ ） と を 含 み 、 こ れ ら の 間 で 垂 直 方 向 の 荷 重 が 伝 達 さ れ る よ う に し 、 か
つ 、 上 部 及 び 下 部 支 持 部 材 （ ４ ４ ， ４ ６ ） は 相 対 変 位 可 能 で あ り 軸 線 を 中 心 と し て 対 向 状
態 に 配 置 さ れ た 接 触 面 を 形 成 す る よ う に し た 垂 直 支 持 体 (１ ６ )と 、
　 炉 心 バ レ ル （ １ ４ ） を 支 持 す る た め の 横 方 向 支 持 手 段 （ １ ８ ） で あ っ て 、 複 数 の 円 周 方
向 に 間 隔 を お い て 配 置 さ れ た 上 部 横 方 向 支 持 体 (７ ６ )を 有 し 、 各 上 部 横 方 向 支 持 体 (７ ６ )
は そ れ ぞ れ 炉 心 バ レ ル （ １ ４ ） と 原 子 炉 圧 力 容 器 （ １ ２ ） に 連 結 さ れ る 内 側 及 び 外 側 横 方
向 支 持 部 材 （ ７ ８ ， ８ ０ ） の 組 と 、 内 側 及 び 外 側 横 方 向 支 持 部 材 （ ７ ８ ， ８ ０ ） と の 間 に
挟 装 さ れ る ロ ー ラ 要 素 （ ８ ６ ） と を 有 す る 横 方 向 支 持 手 段 （ １ ８ ） と を 具 備 す る 支 持 装 置
。

　 前 記 接 触 面 (５ ０ ， ５ ６ )の 少 な く と も １ つ が 湾 曲 し て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に
記 載 の 支 持 装 置 。

　 前 記 接 触 面  (５ ０ ， ５ ６ )の 両 方 が 湾 曲 し て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ に 記 載 の 支
持 装 置 。

　 前 記 上 部 支 持 部 材 （ ４ ４ )が 凹 状 接 触 面 (５ ０ )を 形 成 し 、 前 記 下 部 支 持 部 材 (４ ６ )が 凹
状 接 触 面 (５ ０ )に 対 し て 対 向 配 置 さ れ た 凸 状 接 触 面 を 形 成 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ３
に 記 載 の 支 持 装 置 。



【 請 求 項 ５ 】

【 請 求 項 ６ 】

【 請 求 項 ７ 】

【 請 求 項 ８ 】

【 請 求 項 ９ 】

【 請 求 項 １ ０ 】

【 請 求 項 １ １ 】

【 請 求 項 １ ２ 】

【 請 求 項 １ ３ 】

【 請 求 項 １ ４ 】

【 請 求 項 １ ５ 】

【 請 求 項 １ ６ 】

【 請 求 項 １ ７ 】
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　 前 記 凸 状 接 触 面 （ ６ ０ ） の 半 径 は 、 前 記 凹 状 接 触 面 （ ５ ０ ） の 半 径 よ り も 小 さ い こ と を
特 徴 と す る 請 求 項 ４ に 記 載 の 支 持 装 置 。

　 前 記 垂 直 支 持 体 (１ ６ )は 、 前 記 上 部 及 び 下 部 支 持 部 材 （ ４ ４ ， ４ ６ ） と の 間 に 挿 入 さ れ
る 中 間 部 材 （ ２ ０ ２ ） を 含 む こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 支 持 装 置 。

　 前 記 中 間 部 材 （ ２ ０ ２ ） は 、 そ れ ぞ れ が 前 記 上 部 及 び 下 部 支 持 部 材 の 相 補 的 接 触 面 （ ２
０ ８ ， ２ １ ０ ） と 協 働 す る 上 部 及 び 下 部 接 触 面 （ ２ ０ ４ ， ２ ０ ６ ） を 形 成 す る こ と を 特 徴
と す る 請 求 項 ６ に 記 載 の 支 持 部 材 。

　 前 記 中 間 部 材 （ ２ ０ ２ ） の 前 記 接 触 面 （ ２ ０ ４ ， ２ ０ ６ ） は 凸 状 で あ り 、 前 記 上 部 及 び
下 部 支 持 部 材 （ ４ ４ ， ４ ６ ） の 相 補 的 接 触 面 （ ２ ０ ８ ， ２ １ ０ ） は 凹 状 で あ る こ と を 特 徴
と す る 請 求 項 ７ に 記 載 の 支 持 装 置 。

　 各 凸 状 接 触 面 （ ２ ０ ４ ， ２ ０ ６ ） の 半 径 は 、 前 記 相 補 的 凹 状 接 触 面 （ ２ ０ ８ ， ２ １ ０ ）
の 半 径 よ り も 小 さ い こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ８ に 記 載 の 支 持 装 置 。

　 前 記 上 部 横 方 向 支 持 体 (７ ６ )は 炉 心 バ レ ル （ １ ４ ） を 、 該 炉 心 バ レ ル （ １ ４ ） の 上 端 部
で 又 は こ れ に 向 か っ て 横 方 向 に 支 持 す る よ う に 位 置 付 け ら れ る こ と を 特 徴 と す る 前 記 請 求
項 の い ず れ か に 記 載 の 支 持 装 置 。

　 前 記 ロ ー ラ （ ８ ６ ） は 、 歯 を 有 す る 少 な く と も １ つ の ギ ア 車 （ ９ ２ ） を 具 備 し 、 内 側 及
び 外 側 横 方 向 支 持 部 材 （ ７ ８ ， ８ ０ ） の 少 な く と も １ つ は 、 ギ ア 車 （ ９ ２ ） の 歯 と 相 補 的
な 歯 （ ９ ８ ） を 有 し 、 前 記 ロ ー ラ （ ８ ６ ） と 前 記 内 側 及 び 外 側 上 部 支 持 部 材 （ ７ ８ ， ８ ０
） の 相 補 的 軸 受 面 （ ８ ２ ， ８ ４ ） と の 間 の 相 対 変 位 が 確 実 に 転 動 に よ る も の で あ る よ う に
す る こ と を 特 徴 と す る 前 記 請 求 項 の い ず れ か に 記 載 の 支 持 装 置 。

　 前 記 内 側 及 び 外 側 上 部 支 持 部 材 （ ７ ８ ， ８ ０ ） の 軸 受 面 （ ８ ２ ， ８ ４ ） が 傾 斜 面 で あ る
こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ １ に 記 載 の 支 持 装 置 。

　 各 組 の 前 記 内 側 及 び 外 側 上 部 支 持 部 材 （ ７ ８ ， ８ ０ ） の 少 な く と も １ つ が 、 弾 性 変 形 可
能 な 支 持 体 （ １ ０ ４ ） 上 に 取 り 付 け ら れ る こ と を 特 徴 と す る 前 記 請 求 項 の い ず れ か に 記 載
の 支 持 装 置 。

　 各 外 側 上 部 支 持 部 材 （ ８ ０ ） が 弾 性 変 形 可 能 な 支 持 体 （ １ ０ ４ ） 上 に 取 り 付 け ら れ 、 該
弾 性 変 形 可 能 な 支 持 体 （ １ ０ ４ ） は 、 前 記 原 子 炉 圧 力 容 器 （ １ ２ ） に 固 定 さ れ る 上 部 支 持
リ ン グ （ ７ ２ ） 上 に 取 り 付 け ら れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ３ に 記 載 の 支 持 装 置 。

　 前 記 弾 性 変 形 可 能 な 支 持 体 （ １ ０ ４ ） は 、 離 間 し た 位 置 に 前 記 上 部 支 持 リ ン グ （ ７ ２ ）
に 連 結 さ れ た 支 持 ポ ス ト （ １ ０ ６ ） の ペ ア と 、 前 記 支 持 ポ ス ト （ １ ０ ６ ） 間 に 延 び 且 つ 前
記 外 側 上 部 支 持 部 材 （ １ ０ ８ ） が 取 り 付 け ら れ る 弾 性 変 形 可 能 な ガ イ ド ビ ー ム （ １ ０ ８ ）
と を 含 む こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ４ に 記 載 の 支 持 装 置 。

　 前 記 ガ イ ド ビ ー ム （ １ ０ ８ ） の 位 置 が 調 整 可 能 で あ る こ と に よ り 、 前 記 内 側 及 び 外 側 上
部 支 持 部 材 （ ７ ８ ， ８ ０ ） の 相 対 位 置 が 調 整 可 能 と な る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ５ に 記
載 の 支 持 装 置 。

　 前 記 横 方 向 支 持 手 段 （ １ ８ ） は 、 下 端 部 に 隣 接 し た 前 記 炉 心 バ レ ル に 対 す る 横 方 向 支 持
を 与 え る よ う に 位 置 付 け ら れ る 、 複 数 の 円 周 方 向 に 間 隔 を 置 い て 配 置 さ れ た 下 部 横 方 向 支



【 請 求 項 １ ８ 】

【 請 求 項 １ ９ 】

【 請 求 項 ２ ０ 】

【 請 求 項 ２ １ 】

【 請 求 項 ２ ２ 】

【 請 求 項 ２ ３ 】

【 請 求 項 ２ ４ 】

【 請 求 項 ２ ５ 】
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持 体 （ ３ １ ２ ） を 含 む こ と を 特 徴 と す る 前 記 請 求 項 の い ず れ か に 記 載 の 支 持 装 置 。

　 各 下 部 横 方 向 支 持 体 は 、 前 記 炉 心 バ レ ル （ １ ４ ） と 前 記 原 子 炉 圧 力 容 器 （ １ ２ ） と の 間
で 横 荷 重 を 伝 達 す る た め に 内 側 及 び 外 側 受 け 入 れ 構 成 体 （ ３ １ ４ ， ３ １ ６ ） の 間 に 半 径 方
向 に 延 び る 弾 性 変 形 可 能 な 位 置 決 め 要 素 （ ３ １ ２ ） を 含 む こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ７ に
記 載 の 支 持 装 置 。

　 前 記 内 側 受 け 入 れ 構 成 体 （ ３ １ ４ ） は 前 記 上 部 支 持 部 材 （ ４ ４ ） 上 に 設 け ら れ 、 前 記 外
側 受 け 入 れ 構 成 体 （ ３ １ ６ ） は 前 記 原 子 炉 圧 力 容 器 （ １ ２ ） に 固 定 さ れ た 下 部 支 持 リ ン グ
（ １ ３ ４ ） か ら 半 径 方 向 内 方 に 突 出 す る 突 出 部 （ ３ ０ ４ ， ３ １ ８ ） で あ る こ と を 特 徴 と す
る 請 求 項 １ ８ に 記 載 の 支 持 装 置 。

　 地 震 の 際 に 想 定 さ れ る 通 常 の 動 作 荷 重 を 超 え た 荷 重 を 受 け た と き に 前 記 原 子 炉 圧 力 容 器
内 で 前 記 炉 心 バ レ ル （ １ ４ ） を 支 持 す る 補 助 支 持 手 段 （ １ ３ ０ ， １ ３ ２ ） を 含 む こ と を 特
徴 と す る 前 記 請 求 項 の い ず れ か に 記 載 の 支 持 装 置 。

　 前 記 上 部 支 持 部 材 （ ４ ４ ） は 、 前 記 炉 心 バ レ ル 底 部 （ ３ ０ ） か ら 下 方 に 延 び る 中 央 部 材
（ ４ ８ ） と 、 前 記 炉 心 バ レ ル （ １ ４ ） の 底 部 （ ３ ０ ） 及 び 前 記 中 央 部 材 （ ４ ８ ） に 連 結 さ
れ 且 つ 前 記 中 央 部 材 （ ４ ８ ） か ら 半 径 方 向 外 方 に 延 び る 複 数 の 角 度 方 向 に 間 隔 を 置 い て 配
置 さ れ た 支 持 ビ ー ム （ ５ ４ ） と を 含 み 、 前 記 補 助 支 持 手 段 は 、 前 記 支 持 ビ ー ム （ ５ ４ ） の
半 径 方 向 外 方 の 端 部 が 間 隙 を 有 し て 受 け 入 れ 可 能 で あ る 複 数 の 円 周 方 向 に 間 隔 を 置 い て 配
置 さ れ た 半 径 方 向 内 方 に 面 す る ス ロ ッ ト （ １ ３ ８ ） を 含 む 下 部 補 助 支 持 体 （ １ ３ ０ ） を 含
む こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ ０ に 記 載 の 支 持 装 置 。

　 前 記 ス ロ ッ ト （ １ ３ ８ ） は 、 前 記 原 子 炉 圧 力 容 器 （ １ ２ ） に 固 定 さ れ た 下 部 支 持 リ ン グ
（ １ ３ ４ ） の 半 径 方 向 内 方 の 面 上 に 形 成 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ １ に 記 載 の 支 持
装 置 。

　 前 記 上 部 支 持 部 材 （ ４ ４ ） は 、 前 記 炉 心 バ レ ル （ １ ４ ） の 底 部 （ ３ ０ ） か ら 下 方 に 延 び
る 中 央 部 材 （ ４ ８ ） と 、 前 記 炉 心 バ レ ル （ １ ４ ） の 底 部 （ ３ ０ ） 及 び 前 記 中 央 部 材 （ ４ ８
） に 連 結 さ れ 且 つ 前 記 中 央 部 材 （ ４ ８ ） か ら 前 記 炉 心 バ レ ル （ １ ４ ） よ り 垂 下 す る 環 状 ス
カ ー ト （ ３ ０ ２ ） ま で 半 径 方 向 外 方 に 延 び る 複 数 の 角 度 方 向 に 間 隔 を 置 い て 配 置 さ れ た 支
持 ビ ー ム （ ５ ４ ） と を 含 み 、 前 記 補 助 支 持 手 段 は 、 前 記 原 子 炉 圧 力 容 器 （ １ ２ ） に 固 定 さ
れ た 下 部 支 持 リ ン グ （ １ ３ ４ ） か ら 半 径 方 向 内 方 に 突 出 し 且 つ 前 記 ス カ ー ト （ ３ ０ ２ ） の
相 補 的 ス ロ ッ ト （ ３ ０ ６ ） 内 に 間 隙 を 有 し て 受 け 入 れ ら れ る 複 数 の 円 周 方 向 に 間 隔 を 置 い
て 配 置 さ れ た 突 出 部 （ ３ ０ ４ ） を 含 む 下 部 補 助 支 持 体 （ １ ３ ０ ） を 含 む こ と を 特 徴 と す る
請 求 項 ２ ０ に 記 載 の 支 持 装 置 。

　 前 記 補 助 支 持 手 段 は 、 前 記 炉 心 バ レ ル （ １ ４ ） に 連 結 さ れ 且 つ そ こ か ら 外 方 に 突 出 す る
複 数 の 円 周 方 向 に 間 隔 を 置 い て 配 置 さ れ た リ ブ （ １ ４ ０ ） と 、 前 記 上 部 支 持 リ ン グ （ ７ ２
） の 半 径 方 向 内 方 の 面 内 に 設 け ら れ 且 つ そ の 外 に 開 い た 相 補 的 ス ロ ッ ト （ １ ４ ２ ） と を 備
え た 上 部 補 助 支 持 体 （ １ ３ ２ ） を 含 み 、 前 記 上 部 支 持 リ ン グ 内 で は 前 記 ス ロ ッ ト と 前 記 リ
ブ （ １ ４ ０ ） の 部 分 が 間 隙 を 有 し て 受 け 入 れ 可 能 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ ０ か ら
請 求 項 ２ ３ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 支 持 装 置 。

　 原 子 炉 圧 力 容 器 （ １ ２ ） 内 に 収 容 さ れ る 高 温 ガ ス 冷 却 原 子 炉 (１ ０ ， ２ ０ ０ )の 炉 心 バ レ
ル （ １ ４ ） を 形 成 す る 容 器 で あ っ て 、 前 記 炉 心 バ レ ル （ １ ４ ） が 略 円 筒 形 状 で あ り 、 且 つ
略 垂 直 方 向 に 伸 び る 軸 線 を 有 す る よ う に し た 容 器 を 支 持 す る 支 持 方 法 で あ っ て 、
　 前 記 炉 心 バ レ ル （ １ ４ ） 及 び そ の 内 容 物 の 重 量 を 単 一 の 垂 直 支 持 体 （ １ ６ ） を 介 し て 原
子 炉 圧 力 容 器 （ １ ２ ） に 伝 達 す る 工 程 と 、
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　 炉 心 バ レ ル （ １ ４ ） と 原 子 炉 圧 力 容 器 （ １ ２ ） 間 の 横 方 向 荷 重 を 、 炉 心 バ レ ル （ １ ４ ）
の 上 端 の 近 傍 に 位 置 し 、 か つ 、 複 数 の 円 周 方 向 に 間 隔 を 置 い て 配 置 さ れ 、 か つ そ れ ぞ れ 炉
心 バ レ ル （ １ ４ ） と 原 子 炉 圧 力 容 器 （ １ ２ ） に 連 結 さ れ る 内 側 及 び 外 側 横 方 向 支 持 部 材 （
７ ８ ， ８ ０ ） の 組 と 内 側 及 び 外 側 横 方 向 支 持 部 材 （ ７ ８ ， ８ ０ ） と の 間 に 挟 装 さ れ る ロ ー
ラ 要 素 （ ８ ６ ） と を 有 す る 上 部 横 方 向 支 持 体 (７ ６ )を 具 備 す る 横 方 向 支 持 手 段 （ １ ８ ） を
通 し て 伝 達 す る 工 程 と を 具 備 す る 支 持 方 法 。
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